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要旨 

問題と目的 

ユーモアとは面白さや可笑しさなどの心的現象であり, 駄洒落や皮肉などのユーモア

を生起させる刺激事象をユーモア刺激という（上野, 1993）。ユーモアには, 思いやりや親

切心から生じる内容から, 攻撃的で嘲笑的な内容まで含まれる（石原, 2015）。 

 特に, 攻撃的ユーモアは, からかい, 皮肉, あるいは冷やかしなどの他者への攻撃を内

容に含むとされている（塚脇ら, 2009）。また, 対人場面において, 攻撃的ユーモアの発

信者と受信者の認識にずれが生じやすいことが明らかとなっている。本郷（2023a）は, 発

信者は攻撃的ユーモアを使用した自己の比較的敵意のない意図を手掛かりに被害結果を推

測するのに対し, 発信者の意図が分からない受信者は, 被害結果としての自己の不快感情

を手掛かりに, 発信者の敵意ある意図を推測するため, 結果として両者の判断や解釈に差

が生じるとしている。このような性質を持つ攻撃的ユーモアは, 発信者の心理的ウェルビ

ーイング（PWB）を損なうユーモアコーピングであるとされる（本郷, 2023b）。一方で, 塚

脇（2018）は, 相手との親密度が高い場合に, 攻撃度の低い攻撃的ユーモアは肯定的感情

を生起させるというポジティブな対人的機能を持つといった, 特定の条件下においてであ

れば, 攻撃的ユーモアがポジティブな対人的機能をもつ可能性を初めて示したことを述べ

ている。 

 このように, 攻撃的ユーモアの使用において, 発信者の動機や意図, それに対する受信

者の推測が, 受信者の対人的機能についての感情の生起に影響を及ぼすということや, 発

信者の PWB を損なうユーモアコーピングであるということが, 先行研究で示唆されてい

る。しかし, 受信者の意図推測に影響を与える親密度や感情についての要因の検討が不十

分であることや, 表情などの非言語的な手がかり含めた攻撃的ユーモアの対人的機能の検

討の必要性についての指摘がされている（本郷, 2023a, 塚脇, 2018）。加えて, 攻撃的ユ

ーモアは立場の弱い者やマイノリティに向けられることや, 上下関係が発生する状況にお

いては, 被害者が一貫して攻撃的ユーモアの対象となることが指摘されている（牧野, 

2007, Keltner et al., 1998）。こうしたことから, 攻撃的ユーモアは, 対等な関係のも

とで使用される場合に比べて, 上下関係において使用される場合の方が, 受信者にネガテ

ィブな影響を及ぼすと考えられる。 

 また, 牧野（1997）や阿部・仁平（2014）は, 攻撃的ユーモアと社会的スキルとの関連

を検討したが, 有意な相関関係が見られなかったとしている。しかしながら, 阿部・仁平

（2014）の調査対象者が, 大学の女子生徒のみであったことや, 用いられた「攻撃的ユー

モア感知因子」で受信者の立場ではなく, 第三者目線での攻撃的ユーモアに対する印象を

扱っていたことから, 調査対象者に男子を加え, 攻撃的ユーモアの受信者の, 攻撃的ユー

モアを受信した際の感情に焦点を当て, 社会的スキルとの関連性について着目することと

した。 

 さらに, 鈴木・木野（2015）では, 社会的スキルが高いだけでなく, 他者指向的に共感

するとともに, 自己指向的に共感しないことが自身のウェルビーイングを維持するために

は重要であると示唆された。そこで, 本研究では, 攻撃的ユーモアの受信者の社会的スキ

ルと対人関係における心理的ウェルビーイング（PWB）との関連性について着目した。 

 そこで本研究は, 攻撃的ユーモアの受信者に着目し, ①発信者の笑顔の有無が受信者の
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意図推測に及ぼす影響, ②受信者の, 発信者に対する意図推測が受信者の感情の生起に及

ぼす影響, ③発信者との関係性が受信者の意図推測や感情の生起に与える影響, ④受信者

の, 対人関係における PWB とコミュニケーション・スキル（ENDCOREs）と感情の生起との

関連性, ⑤対人関係における PWB と社会的スキルの「他者受容」との関連性について検討

することを目的とした。 

 
方法 

 都内 A 大学の大学生 176 名（対等群 81名、上下群 95名）を対象に質問紙調査を実施し

た。塚脇（2018）を参考にした場面設定を提示し, 質問への回答を求めた。関係性につい

ては, 調査参加者を無作為に「対等群」「上下群」に振り分け, 発信者の表情を「笑いなが

ら」と「表情を変えずに」の 2パターンを提示した。測定尺度として, 「ユーモアの動機

の尺度（塚脇ら, 2009b）」, 「意図推測の手がかり」, 「Aに対する感情」, 「関係継続

意思」, 「笑顔のイメージ」, 「心理的ウェルビーイング尺度短縮版（PWBS）（岩野ら, 2015）」, 

「コミュニケーション・スキル尺度 ENDCOREs（藤本ら, 2007）」を用いた。 

 

結果 

 攻撃的ユーモアの発信者の表情の違いは, 受信者の意図推測や感情の生起に影響を及ぼ

すことが明らかとなった。攻撃的ユーモアの発信者に“笑顔”という手がかりがあること

によって, 受信者が発信者の意図をより親和的なものとして捉えたり, よりポジティブな

感情を抱く傾向にあることが示唆された。しかしながら, 攻撃的ユーモアの発信者との関

係性の違いによる受信者の意図推測や感情の生起への影響は, ほとんど見受けられなかっ

た。 

 また, 対人関係における PWB の得点が高いと, 攻撃的ユーモアの発信者に対する受信者

の感情は, よりポジティブなものになることが明らかとなった。一方で, 攻撃的ユーモア

の発信者に対する受信者の感情と社会的スキルの「反応系」の因子とは関連性がほとんど

見受けられなかったことや, 対人関係における PWB の得点が高いと社会的スキルの「他者

受容」の得点が高くなるという結果がみられた。 

 

考察 

 分析の結果から, 攻撃的ユーモアの受信者において, 発信者の表情の違いや対人関係に

おける PWB の得点が, 発信者への意図推測や感情の生起に差を生じさせたという点では仮

説を支持したが, 発信者との関係性や社会的スキルの「反応系」の因子は感情の生起に差

を生じさせなかったという点では仮説を支持しなかった。 

 本研究は, 攻撃的ユーモアの受信者の意図推測や感情に与える影響について, 表情・関

係性・PWB・社会的スキルの観点から検討を行った。こうした研究は, いじめやハラスメン

トの発生のリスクやそれによる被害についての理解を深め、問題の予防や対処につながる

ことが期待される。 
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